
日4.29 7.3

渋谷・東急百貨店本店横

［休館日］5月17日（火）　［開館時間］10：00-18：00（入館は17：30まで）
［夜間開館］毎週金・土曜日は21：00まで（入館は20：30まで）

［主催］Bunkamura、日本テレビ放送網、日テレ アックスオン　
［後援］コロンビア共和国大使館　［協賛］光村印刷　
［協力］ルフトハンザ  カーゴ  AG、日本通運、文化放送、

TOKYO FM、TOKYO MX　［企画協力］NTVヨーロッパ　
［お問合せ］050-5541-8600（ハローダイヤル）

［展覧会公式HP］　 最新情報は展覧会公式SNSで!www.ntv.co.jp/botero2022/ @botero2022

ボテロ展

金
祝

フェルナンド・ボテロ 《モナ・リザの横顔》（部分）2020年　油彩／カンヴァスフェルナンド・ボテロ 《コロンビアの聖母》（部分）1992年　油彩／カンヴァス



南米コロンビア出身の美術家、フェルナンド・ボテロ（1932～）。1950年代
後半から欧米で高く評価され、今日では現代を代表する美術家のひとりに
数えられています。ボテロに注目が集まったのは1963年、ニューヨークの
メトロポリタン美術館でレオナルド・ダ・ヴィンチの《モナ・リザ》が展覧
されたとき、モダンアートの殿堂、ニューヨーク近代美術館（MoMA）の
エントランス・ホールにボテロの《12歳のモナ・リザ》（※本展には出展されません）

が展示されたことに始まります。
　ボテロ作品を特徴づけているのは、あらゆるかたちがふくらんでいるという
こと。彼のモチーフは、人物も動物もふくよかで、果物は熟れきっているかの
ように膨らみ、楽器や日用品さえも膨張しています。ボリュームを与えられた
対象には、官能、ユーモアやアイロニーなど複雑な意味合いが含まれ、観る
人のさまざまな感覚に力強く訴えかけます。それはボテロ独特の「魔法」と
もいえるもので、世界中で注目され続ける理由がそこにあるのです。
　南米だけではなくヨーロッパや北米、アジアでも大規模展が開催され、世界
各地で人気を博しているボテロ展ですが、日本国内では26年ぶりの開催と
なります。2022年、生誕90年の記念すべき年にボテロ本人の監修のもと、
初期から近年までの油彩ならびに水彩・素描作品など全70点で構成される
本展は、ボテロとの新たな出会いを生む貴重な機会となることでしょう。

［入館料（税込）］

［販売場所］ 

チケット販売についての詳細はこちら!

2022年3月下旬より
チケット発売予定!!

会期中すべての土日祝日は【オンライン（ART PASS）による入館日時予約】が必要です。
会期・開館時間等が変更となる場合もございます。最新情報はHPをご確認ください。

『フェルナンド・ボテロ　
豊満な人生』

一般 1,800円

当日券

1,600円

前売券

大学・高校生 1,100円 900円

中学・小学生 800円 600円

インパクト抜群 !   《小さな鳥》 ドゥ マゴ パリ ロビーラウンジ

私の人生は、
描くためにある。  

コラボメニュー東京展 特別出展 チケット情報

フェルナンド・ボテロ　

＊学生券をお求めの場合は、学生証のご提示
をお願いいたします。（小学生は除く）

＊障がい者手帳のご提示で、ご本人様とお付
き添いの方1名様は半額となります（一般
900円、大学・高校生550円、中学・小学生
400円）。当日窓口にてご購入ください。

＊未就学児は入館無料。

日テレゼロチケ、
オンラインチケットMY Bunkamura、
Bunkamuraチケットセンター、
Bunkamura ザ・ミュージアム（開館日のみ）、
ローソンチケット、ART PASSほか

〒150-8507　東京都渋谷区道玄坂2-24-1 B1F

■JR線「渋谷駅」ハチ公口より徒歩7分
■東京メトロ銀座線、京王井の頭線「渋谷駅」より徒歩7分
■東急東横線・田園都市線、東京メトロ半蔵門線・副都心線
　「渋谷駅」A2出口より徒歩5分
※当館には専用駐車場はございません。
　東急百貨店本店駐車場をご利用ください（有料）。

Bunkamura館内にある「ドゥ マゴ パリ」と「ロビーラウンジ」では、
展覧会開催期間中、コラボメニューを提供。お得な半券サービスも！

東京展開催期間中、世界各地で人々を魅了
する、ボテロの野外彫刻がBunkamura地
下 1 階のテラスに出現します。
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左・ボテロ 1,400円
右・ラズベリーエイド 1,200円

4.29（金･祝）より公開
Bunkamuraル・シネマ
本展の半券提示で当日一般より200円引き

ミートローフ 2,000円
パッションフルーツラッシー 1,000円

※価格は税込

（Bunkamura 1F／B1F） （Bunkamura 1F）

渋谷・東急百貨店本店横

2005年　油彩／カンヴァス

2006年　油彩／カンヴァス

2001年　油彩／カンヴァス

2015年　油彩／カンヴァス

2007年　油彩／カンヴァス 

2019年　鉛筆、水彩／カンヴァス

1949年　水彩／紙  

フェルナンド・ボテロ《小さな鳥》　
1988年 ブロンズ 広島市現代美術館蔵

フェルナンド・ボテロ 
《マリー＝アントワネット
（ヴィジェ・ルブランにならって）》　

フェルナンド・ボテロ 
《黄色の花》 《青の花》《赤の花》
（ 3 点組）　

フェルナンド・ボテロ
《バーレッスン中のバレリーナ》

フェルナンド・ボテロ
《守護天使》

フェルナンド・ボテロ
《象》

フェルナンド・ボテロ
《踊る人たち》

フェルナンド・ボテロ
《泣く女》　
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www.bunkamura.co.jp

映画上映


